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においては 2010 年から中小企業振興政策の一環として、One Village One Product 













































コーヒー農家に最近 5 年間の生活の変化について自己評価を聞いたところ、ここ 5
年で生活は良くなってきているとの回答は 41 人（82%）で、良くなっていないと答え
たのは 9人（18％）だった。調査においては、農家は農業生産性の増加を望む一方で、
栽培にかかる情報の入手が課題であることが分った。調査から分析できる今後の課題は
4 点ある。(1)農業生産性の向上のための栽培技術の普及とそのための人材の育成、(2)
コーヒー農家が品質向上を実感できる環境づくり、(3)農家がマーケット情報を入手し、
市場との接点に関与できるしくみづくり、(4)グローバルマーケットにおけるルワンダ
コーヒー全体の競争力向上、である。フイエの一村一品運動においては、(1)栽培指導、
(2)品質向上セミナー、(3)マーケット情報の講義に取り組んだところ、一定の成果が確
認された。参加農家から「品質向上への意識が高まった」「研修で学んだことを活かし
て収穫量の増加につながった」という回答が得られた。(1)栽培の工夫は農家の自助努
力（自発的努力）で可能な範囲もあるが、(2)品質向上や(3)市場情報へのアクセスは、
外的環境・外的要因もある。コーヒー農家が今後も一村一品運動を通じた生計向上や地
域活性化を続ける際には、以上の外的要因と内的要因の双方に働きかけていくことが重
要だ。 
 
5. おわりに 
 以上の分析から、結論として、フイエ郡におけるビジネス振興に日本の一村一品運動
は「地域活性化への意識の変化」「マーケティング」という点で影響を及ぼしたと言え
る。参加グループは、研修で学んだ気づきをマーケティングと地域活性化に生かしてい
る。 
フイエのコーヒーグループに対しては、一村一品運動は、品質向上への意識付けや販
路開拓という点で寄与した。しかしコーヒーが輸出向けの換金作物であることから、最
終消費地との物理的距離が遠く、農家は販売価格決定に関与できる度合いが限定的であ
る。農家が情報入手および関与できる機会を増やしていくこと、およびコーヒー・ウオ
ッシング・ステーションが結節点としてどのように機能していけるのか、が課題である。
  
 
 
